
全国高等学校長協会生徒指導研究委員会令和

８年度研究テーマ「 チーム学校による組織
的な生徒指導体制」～学校・家庭・関係機関

等との連携・協働の推進を目指して～ に関
するアンケート調査（校長先生用）
◎各柱立てに対する質問について、貴校の状況をお聞かせください。

nbmyjp@gmail.com アカウントを切り替える

共有なし

* 必須の質問です

□学校概要について

①　学校所在地の自治体名（都道府県名等）をお答えください。

*

選択

②　学校名をお答えください。（処理上お伺いするもので、決して公表はしませ

ん）

*

回答を入力

③　学校の主な学科名を１つお答えください。なお、複数学科設置の場合は、ク

ラス数が一番多い学科を選択してください。

*

選択

https://accounts.google.com/AccountChooser?continue=https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSci4GqPb7KoaH52DbEAoY035Ibd-57nCo2xv8cKwBDtK1DhmA/viewform?usp%3Dsend_form&service=wise


【柱立て１】チーム学校として機能する学校組織

　チーム学校とは、「校長のリーダーシップの下、カリキュラムや日々の教育活

動、学校資源が一体的にマネジメントされ、教職員及び学校内外の多様な人材が

それぞれの専門性を発揮しながら、児童生徒に必要な資質・能力を確実に育成す

ることができる学校」と定義されている。

　このようなチーム学校の実現においては、児童生徒一人一人の発達を支える生

徒指導を組織的に推進することが求められる。そのためには、教職員間における

「同僚性」の形成が重要な視点となり、次のような取組が必要である。

＜同僚性の形成に関する視点＞

①教職員が課題を一人で抱え込まない体制づくり

②あらゆる課題を組織全体で共有・検討する文化の醸成

③管理職のリーダーシップの下、ミドルリーダーが機能する組織ネットワークの

構築

④同僚間での継続的な振り返り（リフレクション）の重視

　また、生徒指導は学年や校務分掌を越えて対応する必要があるため、横断的な

組織体制の構築が不可欠である。その基盤として、次の基本的な考え方が求めら

れる。

＜組織的生徒指導の基本的視点＞

①生徒指導に関する方針・基準の明確化・具体化

②全教職員による共通理解・共通実践の徹底

③PDCAサイクルに基づく継続的な改善

〇「チーム学校として機能する学校組織」に係る質問

■同僚性について

（１）生徒指導上の課題を教職員が一人で抱え込まず相談できる雰囲気があると

思うか

*

選択



（２）課題が発生した際、学校全体で情報・対応等が共有されているか *

選択

（３）ミドルリーダー（学年主任・主任等）は組織的に機能しているか *

選択

（４）校内で振り返り（事例検討・ケース会議等）が行われているか *

選択

■方針・共通理解・PDCAについて
（５）生徒指導の方針や基準は明確に示されているか

*

選択

（６）生徒指導の対応について教職員間で共通理解が図られているか *

選択

（７）学校全体で共通した対応（ぶれない指導）ができているか *

選択



（８）生徒指導の取組について評価・改善（PDCA）が行われているか *

選択

■横断的組織について
（９）学年や分掌を越えて連携した生徒指導が行われているか

*

選択

（10）会議以外で組織的に対応するための仕組み（情報共有システム等）が整備
されているか

*

選択

〇上記（１）～（10）を踏まえ、貴校における具体的な取組についてご記入くだ
さい

回答を入力



【柱立て２】生徒指導と教育相談が一体となったチーム支援

　教育相談は、生徒指導から独立した教育活動ではなく、生徒指導の一環として

位置付けられるものであり、児童生徒支援において重要な役割を担っている。

　また、教育相談は、対話的なコミュニケーションを通して児童生徒の気付きを

促し、悩みや問題を抱える児童生徒に寄り添いながら支援を行う営みである。そ

の本質は、児童生徒の主体的・能動的な自己決定を支える点にあり、この考え方

は生徒指導の基本理念と重なり合うものである。

　したがって、両者を一体的に捉え、組織として取り組むことにより、はじめて包

括的な児童生徒支援が可能となる。その実現に向けては、全教職員が次の観点を

共有し、一致した取組を進めることが求められる。

＜生徒指導と教育相談の一体化における基本視点＞

①教職員の価値観や経験則に依拠するのではなく、児童生徒理解（アセスメント）

に基

づいた支援を行うこと

②画一的な対応ではなく、ケースごとに応じた柔軟な支援を志向すること

③支援の必要性やタイミングを見極める「時間的視点」を持つこと

〇生徒指導と教育相談が一体となったチーム支援に係る質問

■アセスメントについて
（11）生徒指導において生徒理解（アセスメント）を重視する雰囲気があると思
うか

*

選択

（12）教職員間で児童生徒理解に関する情報共有ができているか *

選択



■柔軟な対応について
（13）生徒指導において画一的ではなく柔軟な対応が行われているか

*

選択

（14）ケースごとに対応方針を検討しているか

選択

■時間的視点について
（15）支援のタイミング（早期対応・継続支援）が意識されているか

*

選択

（16）早期発見・早期対応の体制が整っているか *

選択

■教育相談との一体化について
（17）教育相談は生徒指導の一環として組織的に位置付けられているか

*

選択

（18）教育相談係と教職員との連携が取れているか *

選択



（19）生徒指導担当と教育相談担当が一体となり、包括的な支援が行われている
か

*

選択

（20）スクールカウンセラーなどの専門職や外部機関と教職員との連携は取れて
いるか

*

選択

〇上記（11）～（20）を踏まえ、貴校における具体的な取組についてご記入くだ
さい

回答を入力



【柱立て３】連携・協働の場としての学校の意義と役割

　現在、学校には、地域に存在する多様な社会資源を積極的に活用し、社会全体

で児童生徒の学びと育ちを支えることを目的とした教育改革が求められている。

　また、令和７年１０月にこども家庭庁及び文部科学省より示された「関係機関

等が連携したこども・若者支援体制の構築等の推進について」においては、学校

とその設置者、さらには地方公共団体や関係機関が担う役割が明確化され、連

携・協働による支援体制の構築が一層重要視されている。

　一方で、学校を基盤とした家庭・地域・関係機関との連携の在り方は一律では

なく、地域の実情に応じた柔軟な対応が求められる。そのため各学校において

は、生徒指導基本方針や生徒指導マニュアル等に、関係機関の役割や権限、具体

的な連携方法を明確に位置付けるとともに、教職員間で共通理解を図ることが不

可欠である。

　特に、次の関係性については重点的に整理し、組織的に共有することが求めら

れる。

＜連携・協働における基本的視点＞

①学校と教育委員会との連携

②学校と警察・司法機関との連携

③学校と福祉機関との連携

④学校と医療・保健機関との連携

⑤学校とＮＰＯ等民間団体との連携

〇「連携・協働の場としての学校の意義と役割」に係る質問

■関係機関との連携状況について
（21）教育委員会（私立学校においては所轄官庁）との連携が適切に行われてい
るか

*

選択



（22）問題行動等において警察（少年サポートセンター等）・司法（弁護士等）
との連携が適切に行われているか

*

選択

（23）福祉機関（児童相談所等）との連携が適切に行われているか *

選択

（24）医療・保健機関との連携が適切に行われているか *

選択

（25）NPOや地域団体等の外部資源を活用しているか *

選択

■実効性について
（26）外部機関との連携は児童生徒支援に有効であると思うか

*

選択

（27）外部連携により教職員の負担軽減につながっていると感じるか *

選択



Google フォームでパスワードを送信しないでください。

このフォームは 群馬県立学校の全員（教員・生徒） 内部で作成されました。 - フォームのオーナーに問い合わせ
る

このフォームが不審だと思われる場合 報告

〇上記（22）～（27）を踏まえ、貴校における具体的な取組についてご記入くだ
さい

回答を入力

送信 フォームをクリア

 フォーム
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